
第5回細胞農業会議協賛趣意書

概要案内とご協賛のお願い

会期：2023年 8月29日

会場：東京都千代田区 WATERRAS COMMONSお茶の水（ハイブリッド開催）

主催：NPO法人 日本細胞農業協会、培養食料研究会

2023.6.2版



ご挨拶

謹啓

各位におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のご愛顧を賜りまして、誠にありがとうございます。

この度は細胞農業に関わる国内最大の学術集会「第5回細胞農業会議」の開催とそのご支援の

お願いについてご案内致します。

日本細胞農業協会は「細胞農業」と呼ばれる分野について情報発信を行う特定非営利活動法人

です。細胞農業は 農畜産物・海産物で作られてきた食料・資源を動物ではなく細胞から作り出す

試みで、サステイナブルな食料生産体系として注目されています。

細胞性食品（いわゆる培養肉）は国内でも開発が進められており、メディアを通じて耳にする機会

も増えてまいりました。

弊協会では、細胞農業に関わる研究者の集まりである培養食料研究会と共催で、年に一度「細

胞農業会議」と呼ばれる細胞農業に焦点を当てた国内最大規模のイベントを開催しています。昨

年度の第4回細胞農業会議はハイブリッド形式にて開催しました。

のべ350名を超える方が参加され 活発な質疑が交わされ、大変有意義な会となりました。

細胞農業を取り巻く動きは2022年から大きく進展しました。そこで2023年も引き続き細胞農業会

議を開催する運びとなりました。第5回細胞農業会議では、いくつかの新しい試みを予定しており

ます。第一に、従来取りあげてきた細胞性食品（培養肉）に加え、近年注目される「精密発酵」、

すなわち微生物を用いて牛乳・油脂など作り出す分野にも焦点を当て議論を展開します。第二

に、形式面ではパネルディスカッション形式を多く採用し、ご参加頂く皆様に新しい知見や発見を

もたらすことを目指します。そして今回、現地開催を中心に本格展開し、ネットワーキングの場と

しての機能を向上させる予定です。

本会の趣旨にご賛同いただき、より充実した大会の開催に向けまして、

皆さまのご協力とご支援を賜れますと幸いです。

謹白

2023年 3月 吉日

第5回細胞農業会議 統括

日本細胞農業協会 理事

岡田健成



はじめに

細胞農業と細胞農業会議について

細胞農業とは

細胞農業とは、肉や刺身、ミルク、コラーゲンなどの農畜産物・水産物を細胞から生産することで

す。近年、持続可能な社会を目指す中で、低環境負荷な食糧生産技術の模索が重要視されてい

ます。そのような中、細胞農業で作られた製品は低環境負荷である可能性が期待されており、か

つ細胞農業製品は従来の食品に近い組成を再現できる可能性があります。よって、より従来の

食品・素材に近い代替食品の開発が見込まれることに加え、新しい形の食料・素材生産が可能

な技術として注目されています。世界的に多数のスタートアップ、企業、大学が研究開発に取り

組んでいます。

細胞農業には、最終産物に細胞を含むものと細胞からの抽出物を用いるものがあります。例え

ば、前者ではウシ細胞や魚由来の細胞を用いて作る肉類である「培養肉」、後者では微生物でミ

ルクなどを作る「精密発酵」が有名です。国内でも細胞性食品（いわゆる培養肉)を中心に、研究

開発が進んでいます。

細胞農業会議と第5回のテーマ

細胞農業会議は日本の細胞農業に関わる研究者やルールメイキング関係者、スタートアップの

多くを集結させた細胞農業に関わる日本最大のイベントです。

国内の本領域におけるアカデミアと企業、スタートアップの技術開発、社会科学的観点、規制、ス

タートアップの最先端の情報が１日でキャッチアップできる機会として好評をいただいており、

2021年（オンライン開催）、2022年（ハイブリッド開催）共に各々350名超の参加者を達成しまし

た。

昨年第4回では、「培養肉を研究室から食卓へ」というテーマで、産官学のプレイヤーから培養肉

に特化する幅広い専門的な情報提供を行った他、培養肉に留まらない植物肉などの代替タンパ

ク質スタートアップを集めたシンポジウムを農林水産省 フードテック官民協議会 細胞農業CCと

の共催によって開催しました。しかしながら、これまでは細胞農業領域のうち、培養肉に主な焦点

を当ててきました。細胞農業の全体を見渡すと、近年投資も増加する「精密発酵」についても焦

点を当てることは重要です。



そこで、今年度 第5回では、従来の細胞性食品（培養肉）領域のみならず「精密発酵領域」にも焦

点を当てて、細胞農業の全体像把握を試みます。幅広い細胞農業の全体像と、その最先端をプ

ロフェッショナルから一日で情報収集できる、またとない機会ですので奮ってご参加ください。

主催団体の紹介

第5回細胞農業会議は「特定非営利活動法人 日本細胞農業協会」と「培養食料研究会」の共催

です。以下、二団体の紹介になります。

■特定非営利活動法人 日本細胞農業協会

産・官・学、そして市民の皆様に日本語での信頼性のある細胞農業の情報提供、教育、

学術広報事業などを行っているNPO法人です。各種講演会開催のほか、イベント開催、

HPのコラムでの情報発信、専門誌への寄稿などを行っています。また、農林水産省フー

ドテック 官民協議会の細胞農業CCの事務局として細胞農業に関わる消費者受容調査

なども行っています。

■培養食料研究会

培養食肉の作製に取り組んでいるあるいは関心のある研究者が集い、培養食肉関連技

術の進歩と安全安心そして美味しい培養食肉を早期に食卓に届けることを目的として、

2019年6月に培養食料研究会を設立しました。本究会は各研究機関で行われている培

養食料研究に関する最新の研究成果の科学的体系化を行い、相互の連携・融合を図る

ことでこの分野の研究を加速させ、新たな食品の栄養面と安全性に関する科学的根拠を

提供します。これらを推進することで、将来的な食料不足の問題を解決し、持続可能な地

球環境に資する食の共創に貢献することを目指します。

　　　　　　　　　　　細胞



開催概要

「細胞農業会議」は細胞農業に関わる日本最大のイベントで、1日で最新の細胞農業に関わる動

向をキャッチアップいただける会となっております。今までに350名以上の参加者動員の実績が

あります。今までは培養肉に特化していた細胞農業会議ですが、第5回となる今回は、細胞性食

品（培養肉）に留まらず、「精密発酵」を重要テーマに含め、細胞農業全体に関する最新の動向を

皆様にお届けする予定です。

以下、概要となります。

（注）新型コロナウイルス感染拡大の状況により、内容が変更となる可能性がございます。

■会 議 名 称：　第5回細胞農業会議

■主催：　特定非営利活動法人日本細胞農業協会　培養食料研究会

■会期：　2023年8月29日 9:30-18:30(予定）

■会場：　東京都千代田区 WATERRAS COMMONSお茶の水（ハイブリッド開催）

　アクセス：JR「御茶ノ水」駅徒歩約3分　東京メトロ丸ノ内線「淡路町」駅徒歩約2分

■参加費

【オフライン】

日本細胞農業協会 会員（正会員/賛助会員）または 培養食料研究会 会員： 3,000円

一般：8,000円

学生：無料

【オンライン】

日本細胞農業協会 会員（正会員/賛助会員）または 培養食料研究会 会員： 3,000円

一般：5,000円

学生：無料

■ プログラムコンテンツ概要：　

- 細胞性食品（培養肉）に関する最新の研究動向

- 精密発酵に関わる情報提供

- 法規制動向に関わる最新の情報提供

- 消費者受容調査の共有



- 細胞農業の国内外スタートアップ登壇

- 細胞農業のトッププレイヤーによるパネルディスカッション

- ネットワーキング機会の提供　等

注：内容は変更となる可能性がございます

■大会事務局：第5回細胞農業会議　運営事務局

〒113-0033　東京都文京区本郷4丁目1番3号 明和本郷ビル7F

Email： office@cellagri.org

mailto:office@cellagri.org


協賛募集要項

■使 用 用 途：

頂いたご協賛は2023年 8月 29日（火）に、現地会場において開催される「第5回細胞農業会議」

の開催費用と致します。

■申 込 方 法 ：

本紙末尾の「協賛寄付申込書(書式 01)」にご記入のうえ、貴社ロゴデータ（ファイル形式はjpeg,

tiff, pngいずれか）と合わせまして、運営事務局宛にメールにてお送りください。

申込期日：　2023年 8月 10日（木）

■申込書送付先：

第5回細胞農業会議　運営事務局

Email：office@cellagri.org

■お申込み後のスケジュール：

お申込みから3営業日以内に、弊協会より受領のご連絡と請求書をメールにてお送りいたしま

す。連絡がない場合はお手数ですが再度ご連絡ください。

■特典：

【プラチナスポンサー】　　200,000円　（特典の関係上早めの打ち切りとなる可能性がございま

す。予めご了承ください。）

● 当日のパネルディスカッションの登壇参加券

○ 参加は選択可能です。御社の細胞農業に関わる取り組みなどについて広報の機

会としてお使いください。

○ どのようなパネルディスカッションへの参加となるかは個別にご相談ください。

（テーマ：大量培養について アカデミアの先生方 x 御社 など）
○ 運営の都合上、6月半ばまでの申込で特典付与対象となります。申込状況次第
で早まる可能性もございますのでご了承ください。



● 特設サイトならびに要旨集、当日の会場での最大サイズのロゴ掲載（公開は選択可能で

す。）

● 休憩時間中の最大30秒程度の御社紹介動画（動画素材はいただいたものを使用）

● 現地会場におけるパンフレット、広告等の設置

● 現地参加権（1社 4名様）
● オンライン参加リンク（何名様でも参加可能）

【ゴールドスポンサー】　100,000円

● 特設サイトならびに要旨集、当日の会場での中サイズのロゴ掲載（公開は選択可能で

す）

● 休憩時間中の最大30秒程度の御社紹介動画（動画素材はいただいたものを使用）

● 現地会場におけるパンフレット、広告等の設置

● 現地参加権（1社2名様）

● オンライン参加リンク（何名様でも参加可能）

【シルバースポンサー】　　50,000円

● 特設サイトならびに要旨集、当日の会場での小サイズのロゴ掲載（公開は選択可能で

す）

● 現地参加権（1社1名様）

● オンライン参加リンク（何名様でも参加可能）

■寄付金 お振込み先：

2023年 8月 10日 (木)までに、下記口座までお振込みください（※）。

振込手数料は貴社にてご負担いただきますよう、お願い申し上げます。

※お振込期日以降でのご対応となる場合は、別途メールでご連絡ください。

銀行名：住信SBIネット銀行

支店名：法人第一支店（店番号：106）

口座番号：普通 1410609

口座名：特定非営利活動法人日本細胞農業協会

フリガナ：トクヒ）ニホンサイボウノウギョウキョウカイ



■寄付に関する問い合わせ先：

第 5回細胞農業会議　事務局

Email： office@cellagri.org

mailto:office@cellagri.org


書式01

第5回細胞農業会議　事務局　宛

第5回細胞農業会議

寄付金申込書

2023年　 月 　日

第5回細胞農業会議 統括 　岡田　健成　　殿

趣旨に賛同し、第5回細胞農業会議の学術集会開催費用として、

下記のとおり寄付いたします。

プラチナスポンサー・ゴールドスポンサー・シルバースポンサー

（ご希望の枠に〇を付けて下さい）

　　金 　　　　 円也　

貴社名：

ご所属：

ご担当者名：

　 　TEL： 　　

E-mail：

備考：

お振込予定日：2023年　　月　　日頃

ロゴ掲載のご希望 □ (希望の場合、チェックを付けロゴをご送付ください。)

申込締切日：8月 10日（木）

＜申込書送付先＞

第5回細胞農業会議　運営事務局

Email:　office@cellagri.org

mailto:office@cellagri.org

